ＧＣ研究懇談会２００９年度　事業報告

6月5日
：296回GC研究会・例会「GC/MSの使い方と最前線」（島津製作所東京支社）



100名程度の参加者があった。

7月29-31日
：第15回キャピラリーガスクロ講習会（講義・実習）（首都大学東京）

「応用（アプリケーション）のための基礎」

講義・実習：25名、講義のみ：14名、計39名の受講者があった。

8月20日
：297回研究会：見学会・講演会　独立行政法人 海洋研究開発機構

「海洋地球研究船「みらい」での高精度化学分析」村田昌彦
13名の参加者があった。
9月 1,2日
：298回：2009年日中韓シンポジウム（JAIMAコンファレンス）

GC、LC、FIA、IC、環境分析懇共同運営（幕張メッセ国際会議場）

「日中韓分析化学の最前線」参加日本約60名、韓国9名、中国15名
9月 2日 
：299回：東京コンファレンス2009講習会


「プロが教える“ガスクロ自由自在”」（幕張メッセ国際会議場）

150名程度の参加者があった。
9月24-26日
：300回日本分析化学会第58年会 北海道大学 講演会

「有機エアゾルの組成、起源、変質と地球環境への影響」（北大低温科学研）河村公隆


30名程度の参加者があった
10月22-23日
：301回研究会：SS2009（未来を見つめる分離と検出の科学）（東海大学）

「GCおよびGC/MSによる揮発性有機化合物のモニタリング」（東京理科大）安原昭夫

12月11日
：302回：特別講演会（江戸東京博物館ホール）

「安心・安全と快適な生活を支える分析化学」


170名程度の参加者があった。
2月 19日
：303回：総会と研究会（江戸東京博物館学習室）

「においと香り」
「香り分析へのこだわり」
馬野　克己　　高田香料（株）

「生活に関わるにおいの分析」
佐藤　博　　  長崎国際大学

約100名程度の参加があった。
ＧＣ研究懇談会２０１０年度事業計画

6月11日：　　「第304回 ガスクロマトグラフィー研究会」 －講演会－

講演テーマ「水と安全に関わる分析」オルガノ（株）会議室（東陽町）
7月28,29,30日：第16回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会(首都大学東京)
8月20日：　　「第305回ガスクロマトグラフィー研究会」－見学会と講演会－



　アサヒビール酒類開発研究所と工場(守谷)

8月31日,9月1日（半日）：　「SS2010、幕張メッセ」講演会・座談会・研究発表
9月１日(半日)　 東京コンファレンス2010にて講習会開催(第306回)
9月15～18日： 「第307回 日本分析化学会第59年会　東北大学　講演会」

11月1-3日：　　日中韓シンポジウム（武漢）参加協力
12月頃：　　 　「第308回 特別講演会、講演テーマ：未定」
2011年2月頃： 「第309回 総会と講演会」
地方での活動開始：講演会、講習会、研究会等
【特別事業計画】

1� 出版：役に立つガスクロ分析（みみずく舎）(2010年6月ごろ出版予定)
②　アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み
